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自

治

功

労

産
業
経
済
功
労

後藤　次雄さ
 ん

南２－２・77歳

佐藤　智好さ
 ん

芽登・66歳

功
績
を
た
た
え
て

　

11
月
３
日
、
町
の
発
展
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
功
労
賞
、
文
化
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ど

の
表
彰
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
５
月
か
ら
平
成
27
年

４
月
ま
で
の
12
年
間
に
わ
た
り
、

町
議
会
議
員
と
し
て
地
域
行
政
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
16
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
は
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議

会
理
事
、
並
び
に
平
成
24
年
４
月

か
ら
平
成
27
年
８
月
末
ま
で
は
同

会
副
会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
の

向
上
と
組
織
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
他
、
平
成
15
年
か
ら
平
成
19
年

の
４
年
間
、
足
寄
町
自
治
会
連
合

会
会
長
と
し
て
自
治
会
組
織
の
強

化
を
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
足
寄

町
防
犯
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、

　

平
成
８
年
に
足
寄
町
放
牧
酪
農

研
究
会
を
発
足
以
来
、
平
成
20
年

ま
で
同
会
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
放
牧
酪
農
の
経
営
を
確
立
し

て
他
の
模
範
と
な
り
、
新
規
就
農

予
定
者
の
研
修
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
な
ど
、
足
寄
町
放
牧
酪
農

の
基
礎
を
築
き
、
本
町
が
「
放
牧

酪
農
推
進
の
ま
ち
」
宣
言
を
す
る

足寄町功労者表彰式

町
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守

る
と
と
も
に
、
平
成
14
年
か
ら
現

在
ま
で
足
寄
町
国
際
交
流
友
の
会

会
長
と
し
て
本
町
の
国
際
交
流
を

推
進
さ
れ
る
な
ど
、
多
岐
に
渡
る

分
野
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

に
至
っ
た
大
き
な
原
動
力
の
一
翼

を
担
う
な
ど
、
酪
農
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

文

化

賞

個 

人

羽
賀　

純
子
さ

ん

（
西
町
４
）

　

昭
和
28
年
発
足
の
藤
間
流
足
寄

藤
真
会
に
所
属
。
日
本
舞
踊
を
極

め
、
師
範
取
得
に
よ
り
昭
和
62
年

藤
純
会
を
発
足
す
る
と
同
時
に
足

寄
町
文
化
協
会
に
加
入
し
、
長
年

に
わ
た
り
日
本
舞
踊
の
伝
承
と
普

及
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

文

化

奨

励

賞

団 

体

ザ
・
サ
ン
デ
ー
グ
ル
ー
プ

　

創
立
35
周
年
を
迎
え
、
こ
の
間

カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

を
開
催
す
る
他
、
町
民
芸
術
祭
や

芸
能
発
表
会
に
お
い
て
、
長
年
運

営
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の

文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

個 

人

熊
坂　

瑠
菜
さ
ん

（
足
寄
高
１
年
）

　

第
48
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
北
海
道
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長
賞

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 

人

新
津　

麻
帆
さ

ん

（
芽
登
小
６
年
）

　

第
57
回
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術

作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

方
川　

寛
翔
さ

ん

（
芽
登
小
３
年
）

　

第
57
回
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術

作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

和
田　

一
花
さ
ん

（
広
尾
小
２
年
）

　

第
57
回
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術

作
品
の
部
（
工
作
）
特
選

斉
須　

彩
音
さ
ん

（
螺
湾
小
２
年
）

　

平
成
27
年
度
む
し
歯
予
防
デ
ー

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
北

海
道
十
勝
総
合
振
興
局
長
賞

団 

体

足
寄
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
60
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
中
学
校
Ｃ
編

成
の
部
金
賞

足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

第
60
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
小
学
校
の
部

金
賞

ス

ポ

ー

ツ

賞

個 

人

五
十
嵐
定
美
さ
ん

（
北
４

－

１
）

　
25
年
間
に
わ
た
り
、
歴
代
国
際

交
流
員
へ
の
弓
道
の
指
導
を
通
し

て
日
本
の
伝
統
武
道
を
広
め
、
本

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
国
際

交
流
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清
水　

美
穂
さ
ん

（
本
町
出
身
・

　
ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
所
属
）

　

第
41
回
世
界
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
選
手
権
大
会
日
本
代
表

佐
々
木
智
人
さ
ん

（
本
町
出
身
・

　
清
水
町
旭
山
倶
楽
部
所
属
）

　

天
皇
賜
杯
第
70
回
全
日
本
軟
式

野
球
大
会
北
・
北
海
道
大
会
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

個 

人

佐
々
木
将
太
さ
ん
（
白
樺
学
園
高
３
年
）

　

第
97
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
北
北
海
道
大
会
優
勝

佐
藤　

伸
哉
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
）

　

第
26
回
北
海
道
障
害
者
卓
球
競

技
大
会
区
分
12
ク
ラ
ス
13
歳
以
上

優
勝

猪
股　

朋
也
さ

ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

第
70
回
北
海
道
弓
道
選
手
権
大

会
高
校
男
子
の
部
個
人
優
勝

団 

体

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

男
子

　

第
38
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳

競
技
大
会
北
海
道
予
選
会
13
～
14

歳
男
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
第
１
位

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

女
子

　

第
38
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳

競
技
大
会
北
海
道
予
選
会
13
～
14

歳
女
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
第
１
位

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

原　
　

茉
畝
さ
ん
（
山
梨
学
院
大
１
年
）

　

第
64
回
全
国
高
等
学
校
ス
ケ
ー

ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

選
手
権
大
会
女
子
５
０
０
ｍ
第
５

位川
上　

琴
子
さ
ん
（
山
梨
学
院
大
１
年
）

　

第
64
回
全
国
高
等
学
校
ス
ケ
ー

ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

選
手
権
大
会
女
子
３
０
０
０
ｍ
第

６
位

菅
野　

祐
也
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
）

　

第
61
回
北
海
道
高
等
学
校
弓
道

競
技
選
手
権
大
会
男
子
個
人
第
３

位熊
坂　

瑠
菜
さ
ん

（
足
寄
高
１
年
）

　

第
57
回
十
勝
高
等
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会
女
子
や
り
投
げ
第
１

位横
田　

晴
之
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

第
34
回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
第
１
位

ほ
か

寺
本　
　

笙
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

第
33
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
11
～
12
歳
男
子
４
０
０
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
第
１
位
ほ
か

山
田　

陸
玖
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

第
34
回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第

１
位
ほ
か

青
木
萌
々
花
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

第
17
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
女
子
Ｂ
１
０
０

ｍ
第
３
位
ほ
か

青
木　

梨
奈
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
）

　

第
38
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳

競
技
大
会
北
海
道
予
選
会
11
～
12

歳
女
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
第
２
位

ほ
か

中
野　

佑
萌
さ
ん

（
足
寄
小
４
年
）

　

第
33
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
８
歳
以
下
女
子
50
ｍ
自
由
形

第
１
位
ほ
か

大
風
心
咲
子
さ
ん

（
足
寄
小
３
年
）

　

第
19
回
十
勝
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
８
歳
以
下
女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ

第
１
位

団 

体

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
男
子

　

第
50
回
北
海
道
高
等
学
校
弓
道

競
技
選
手
権
大
会
十
勝
支
部
大
会

男
子
団
体
優
勝
ほ
か

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
女
子

　

第
50
回
北
海
道
高
等
学
校
弓
道

競
技
選
手
権
大
会
十
勝
支
部
大
会

女
子
団
体
優
勝

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

女
子

　

第
36
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大

会
女
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
第
３
位
ほ
か

足
寄
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
24
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
10
歳
以
下
男
子
２

０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位

ほ
か

文化部門スポーツ部門



45

マチを変えていく新しい力

地域おこし協力隊の挑戦！
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

み
、
人
材
不
足
に
悩
む
地
方
。

　

一
方
、
都
会
に
暮
ら
し
な

が
ら
も
「
地
域
社
会
に
貢
献

し
た
い
」「
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い

き
た
い
」「
自
分
の
手
で
作

物
を
育
て
て
み
た
い
」
と
い

っ
た
理
由
か
ら
、
自
然
環
境

や
文
化
な
ど
に
恵
ま
れ
た
「
地

方
」
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る

人
た
ち
。

　

そ
ん
な
地
域
外
の
人
材
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
新
た
な

視
点
や
発
想
を
基
に
地
域
内

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

も
ら
う
制
度
が
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
で
す
。

　

足
寄
町
で
は
、
今
年
か
ら

３
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
な
ぜ
足
寄

町
を
選
び
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
な
思
い
で
日
々
活
動
し
て

い
る
の
か
、
隊
員
の
声
を
お

伝
え
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
？

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

に
悩
む
地
方
自
治
体
が
、
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
委
嘱

し
ま
す
（
委
嘱
期
間

：

１
～
３
年
）。

　

隊
員
は
、
そ
の
地
域
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お

こ
し
に
関
す
る
支
援
や
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
な
ど
の

「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
う
と
と
も
に
、
任
期
終
了
後

も
そ
の
地
域
に
定
住
で
き
る
よ
う
、
起
業
や
就
業
を
目

指
し
ま
す
。

地域おこし協力隊導入の効果

地域おこし協力隊
・自身の才能・能力を

生かした活動

・理想とする暮らしや

生きがいの発見

地　域
・斬新な視点

・協力隊員の熱意と行

動力が地域に大きな

刺激を与える

地方自治体
・行政ではできない柔

軟な地域おこし策

・住民が増えることに

よる地域の活性化

イ
チ
ゴ
を
使
っ
て
新
た
な
商
品
開
発
を�

小
松　

遥
香
さ
ん

（
21
歳
）【
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
温
泉
熱
ハ
ウ
ス
】

足
寄
を
代
表
す
る
チ
ー
ズ
を
作
る
の
が
夢�

佐
々
木
一
憲
さ
ん

（
35
歳
）【
あ

し

ょ

ろ

チ

ー

ズ

工

房
】

バ
イ
オ
マ
ス
の
新
た
な
モ
デ
ル
事
例
を
創
る�

井
上　

嘉
明
さ
ん

（
49
歳
）【
役
場
経
済
課
商
工
観
光
室
】

　

も
と
も
と
農
業
と
は
関
わ
り
合
い
の
無
い

環
境
で
育
っ
た
の
で
す
が
、
17
歳
の
と
き
、

テ
レ
ビ
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
こ
と
が
、
農
業
を

志
し
た
き
っ
か
け
。
そ
の
時
「
何
か
農
業
の

力
に
な
れ
た
ら
良
い
な
」
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
。

　

温
泉
熱
ハ
ウ
ス
で
は
、
信
州
大
学
が
開
発

　

生
ま
れ
は
函
館
市
で
、
こ
れ
ま
で
帯
広
市

と
広
島
県
の
会
社
で
約
８
年
間
チ
ー
ズ
作
り

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
足
寄

町
で
農
畜
産
物
の
六
次
産
業
化
を
目
的
と
し

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
と

知
り
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思

い
応
募
し
ま
し
た
。

　

十
勝
に
戻
っ
て
き
て
あ
ら
た
め
て
感
じ
る

　

実
は
、
民
間
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に

勤
務
し
て
い
た
と
き
、
足
寄
町
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
や
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
の
策
定
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

縁
も
あ
り
、
足
寄
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の

自
分
の
経
験
を
生
か
せ
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
、
す
ぐ
に
応
募
を
決
め
ま
し
た
。

し
た
イ
チ
ゴ
の
新
品
種
「
信
大
Ｂ
Ｓ
８

－

９
」

を
育
て
て
い
ま
す
が
、
こ
の
イ
チ
ゴ
は
端
境

期
と
な
る
夏
秋
シ
ー
ズ
ン
で
も
実
を
付
け
、

糖
度
が
高
く
風
味
が
と
て
も
良
い
の
が
特
徴
。

　

私
は
栽
培
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

イ
チ
ゴ
を
育
て
る
の
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

に
い
か
な
い
の
が
難
し
く
て
、
楽
し
い
と
こ

ろ
。
本
当
に
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。

の
は
、
全
国
的
に
見
て
も
十
勝
の
チ
ー
ズ
は

レ
ベ
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
。
そ
ん
な
環
境

の
中
で
、
チ
ー
ズ
作
り
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　

今
は
、
チ
ー
ズ
作
り
や
研
修
を
通
し
、
製

造
技
術
の
向
上
や
知
識
の
習
得
を
図
る
一
方
、

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
に
は
実
際
に
店
に
立

ち
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

足
寄
は
日
照
時
間
が
長
く
、
山
に
囲
ま
れ
、

牛
が
た
く
さ
ん
い
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
宝
庫
で
あ
り
、
多
く
の
可
能
性
を

秘
め
た
町
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

野
で
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
活
動
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
意
の
あ
る
人
も
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ま
だ
町
民
全
体
の
気

運
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
熱
ハ
ウ
ス
で
本
格
的
に
イ
チ
ゴ
栽
培

が
始
ま
っ
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
、
町

民
の
方
で
も
足
寄
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
。
ぜ
ひ
一
度

食
べ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
美
味
し
さ
を
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
今
後
は
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
新
た
な
商
品

開
発
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
誰
か
ら

も
〝
お
い
し
い
〟
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
チ
ー
ズ
を
作
る
の
が
夢
。

　

こ
の
広
い
大
地
で
、
伸
び
伸
び
と
育
っ
た

牛
か
ら
搾
ら
れ
た
牛
乳
で
作
っ
た
足
寄
の
チ

ー
ズ
が
、
螺
湾
ブ
キ
な
ど
と
並
び
足
寄
町
を

代
表
す
る
特
産
品
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。

　

足
寄
は
一
般
的
な
十
勝
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
い
山
に
囲
ま
れ
た
中
山
間
地
域
で
す
。
そ

ん
な
足
寄
で
家
畜
ふ
ん
尿
を
利
用
す
る
新
た

な
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
、
モ

デ
ル
事
例
を
創
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本

で
大
多
数
を
占
め
る
中
山
間
地
域
に
も
広
げ

て
い
け
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
に
ど
っ

ぷ
り
浸
か
り
、
活
動
し
た
い
で
す
。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど
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　第９回足寄子供相撲大会（実行委員会主催、

永井和弘委員長）が足寄神社境内常設土俵で

開催されました。競技は幼児の花相撲、小中

学生のトーナメント戦と３人抜き戦が行われ、

町内外から１１８人が参加しました。子ども

たちの力の入った取組に会場からはたくさん

の声援が飛んでいました。

９.23 力の入った取組

　青少年芸術鑑賞会（町教育委員会主催）が

足寄中学校（廣瀬正幸校長）で開催されまし

た。東京サロンシンフォニーオーケストラキ

ャラバン隊のメンバー７人がクラシックなど

の曲を演奏。また、生徒らは楽器演奏や指揮

を体験したほか、同校吹奏楽部との合同演奏

を行うなど、音楽の楽しさを感じていました。

10.８ 音楽の楽しさを知る

　「親子あそびうたコンサート」があしょろ

子どもセンターで行われ、約１００人が来場

しました。仙台市を拠点に活動する二人組「あ

きらちゃん＆コロッケくん」が、オリジナル

曲「カレーの王様」「ラーメン体操」などを

演奏。参加者もステージに上がり一緒に踊る

など、会場は一体となって盛り上がりました。

10.４ おいしくできたよ！ ９.19 最速の自分に挑戦！

９.18 足寄の自然を撮る９.30 親子で楽しむ

　足寄町地域子ども会育成連絡協議会（佐々

木寿雄会長）主催による「わくわくソーセー

ジづくり体験」が町民センターで開催され33

人が参加。同協議会役員らの説明を受けなが

ら、参加者らは豚肉と羊腸を使った本格的な

ソーセージづくりを体験。出来上がったソー

セージはその場でゆで、おいしく食べました。

　第21回足寄町民水泳記録会（町教育委員会

主催）が町温水プールで開催され、幼児から

一般までの73人が出場。自由形や平泳ぎ、背

泳ぎ、バタフライ、個人メドレーなどの全16

種目が行われ、選手はプールサイドからの声

援を受けながら、自己ベストを目指して力強

い泳ぎを見せていました。

９.20 白球を追い駆ける
　足寄ライオン会（大久保優会長）主催によ

る、優勝杯争奪少年野球大会が里見が丘野球

場で開催され、足寄町、本別町から４チーム

が出場し、熱い戦いを繰り広げました。

【大会結果】

　優　勝：足寄スラッガーズ

　準優勝：勇足エンジェルス

　「櫻井榮写真展」が町民センターロビーで

開催され、会場には町内の風景や建物を撮影

した作品約20点が展示されました。現在、96

歳になる櫻井さ
んが写真を撮り始めたのは80歳

の時。以来、生まれ育った茂足寄から見たオ

ンネトーや雌阿寒岳をメインに撮りためた作

品に、来場者は足を止め見入っていました。

10.12 健脚を競う
　第36回町民マラソン大会が陸上競技場で開

催され、幼児から一般まで３１９人が参加し

ました。秋晴れの下、各部門に分かれた選手

たちは沿道からの声援を背に、熱い戦いを繰

り広げました。また、同時に開催された第21

回町民ウオーキングには13人が参加し、出会

いの森などで心地良い汗を流しました。
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ふるさとへの思いを寄せて
第12回札幌足寄会・懇親会（参加者72人）が10月２日に札幌市中央区で、

第36回東京と足寄を結ぶ・ふるさと会（参加者51人）が10月17日に東京都新宿区で開かれ、

本町にゆかりのある方などが参加し、懐かしい旧友や先輩、後輩と故郷の思い出や近況を

報告し合っていました。

所　伸一会長

森　正司会長

　

足
寄
町
出
身
で
、
ホ
ク
レ
ン
女

子
陸
上
競
技
部
に
所
属
す
る
清
水

美
穂
選
手
。

　

今
年
３
月
に
中
国
・
貴
陽
で
開

催
さ
れ
た
世
界
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
選
手
権
大
会
で
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
、
日
本
人
ト
ッ
プ
と
な
る

23
位
の
成
績
を
収
め
た
他
、
５
月

に
行
わ
れ
た
東
日
本
実
業
団
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
女
子
３
０
０
０

ｍ
で
は
北
海
道
新
記
録
を
樹
立
。

　

国
内
を
は
じ
め
世
界
の
舞
台
で

活
躍
す
る
清
水
選
手
に
、
陸
上
を

始
め
た
き
っ
か
け
や
今
後
の
目
標

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
か
ら
、
チ
ー
ム

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
今
ま
で
と
変
わ

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
に
は
、

現
在
10
人
の
選
手
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
特
別
な
こ

と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
私
自
身
が
良
い
記
録
を
出

す
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
チ
ー
ム

を
引
っ
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
内
唯
一
の
実
業
団
チ

ー
ム
と
し
て
、
私
た
ち
の
走
り
が

た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
。

　

目
先
の
目
標
と
し
て
は
、
５
０

０
０
ｍ
や
１
０
０
０
０
ｍ
で
日
本

代
表
に
な
る
こ
と
。
来
年
の
日
本

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
開
催
さ
れ
る
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
考

会
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
良
い
結

果
を
出
し
て
日
本
代
表
を
狙
い
た

い
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
は
小
さ
い
時
か
ら

の
夢
だ
っ
た
教
師
に
な
っ
て
、
今

ま
で
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を
次

の
世
代
に
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
に

走
る
こ
と
の
喜
び
や
達
成
感
を
味

わ
わ
せ
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　

大
学
ま
で
陸
上
を
や
っ
て
い
た

父
の
影
響
か
ら
、
２
歳
上
の
兄
も

走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
兄
を

追
い
か
け
て
私
も
陸
上
を
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

保
育
所
の
頃
か
ら
、
父
や
兄
と

よ
く
家
の
周
り
や
里
見
が
丘
公
園

を
走
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
３
年

生
の
と
き
に
陸
上
少
年
団
に
入
っ

て
、
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
当

時
、
練
習
は
き
つ
く
て
つ
ら
か
っ

た
ん
で
す
が
、
大
会
で
記
録
が
伸

び
る
の
が
楽
し
く
て
続
け
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

初
め
か
ら
大
学
卒
業
後
も
競

技
を
続
け
よ
う
と
考
え
て
い
た
の

で
す
か
。

　

も
と
も
と
、
中
学
校
の
教
員
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
大
学

を
選
ん
だ
の
も
教
員
免
許
が
取
れ
、

陸
上
も
続
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
か
ら
。
大
学
４
年
の
と
き
に
足

寄
中
学
校
で
教
育
自
習
も
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
実
業
団
に
入
る

こ
と
を
決
め
た
の
は
大
学
３
年
の

後
半
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
ま
で
は
全

く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

清水美穂さ
ん（25歳）

高校まで足寄で過ごし、白鴎大学教育

学部を卒業後、平成25年にホクレン女

子陸上競技部に入部。得意種目は５０

００ｍ。

札幌足寄会・懇親会

東京と足寄を結ぶ・ふるさと会
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介
護
を
要
す
る
方
・
出
産
前
後
の
家
庭
を
応
援
し
ま
す
！

足
寄
中
学
校
第
67
回
文
化
祭
（
９
月
27
日
）

文化祭テーマ「色彩～色あせない鮮やかな思い出を」

頑
張
る
キ
ミ
を
応
援
す
る
�

公
設
民
営
塾

�「
足
寄
町
学
習
塾
」

　

足
寄
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
公

設
民
営
塾
「
足
寄
町
学
習
塾
」
が
10
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
学
校
授
業
の
補
完
や
生
徒
の
学

力
向
上
を
支
援
し
、
同
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
、
入
学
者
の
確
保
と
高
校
存
続
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
現
在
、
同
校
生
徒
の
３
割
に
当

た
る
33
人
が
通
い
、
自
分
の
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。

入
塾
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

足
寄
町
学
習
塾
（
南
６

－

１
）

�

☎
28

－

０
１
２
１

　

北
海
道
で
は
、
要
介
護
の
方
や

障
が
い
者
の
方
、
妊
産
婦
の
方
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
申
請
さ

れ
た
方
に
対
し
て
北
海
道
内
の
取

り
扱
い
店
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

商
品
券
（
５
０
０
０
円
分
）
を
配

布
し
ま
す
。

●
商
品
券
利
用
期
限

　

平
成
28
年
１
月
31
日
㈰
ま
で

●
取
り
扱
い
店

　

道
内
の
指
定
店
舗

●
共
通
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.h
eartfu

l-

　

p
rem
am
a-h
k
d
.jp

●
対
象
：
要
介
護
の
方
や
障
が
い
者
の
方

●
対
象
：
妊
産
婦
の
方

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー
ト
フ
ル
臨
時
支
援
事
業

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
・

プ
レ
マ
マ
臨
時
サ
ポ
ー
ト
事
業

▼
対
象
要
件

・
要
介
護
認
定
３
以
上
の
方

・
障
が
い
支
援
（
程
度
）
区
分
４�

以
上
の
方

・
特
別
障
が
い
者
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方

・
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方

▼
申
請
方
法

　

４
月
１
日
時
点
で
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
に
は
事
務
局
か
ら
「
北

海
道
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
」

と
書
か
れ
た
白
い
封
筒
で
「
申
請

書
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

「
申
請
書
」
を
返
信
い
た
だ
く

と
、
道
内
の
取
り
扱
い
店
で
お
使

い
い
た
だ
け
る
商
品
券
を
お
送
り

し
ま
す
。

▼
対
象
要
件

　

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
期
間
に
「
母
子
健
康

手
帳
」
を
交
付
さ
れ
た
方

▼
申
請
方
法

　

「
母
子
健
康
手
帳
」
交
付
時
に

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
か
ら

「
申
請
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

「
申
請
書
」
を
返
信
い
た
だ
く

と
道
内
の
取
り
扱
い
店
で
お
使
い

い
た
だ
け
る
商
品
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

12
月
31
日
㈭

詳　

細　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

・
プ
レ
マ
マ
臨
時
サ
ポ
ー
ト
事

業
事
務
局

☎
０
１
１

－

３
３
０

－

８
５
２
３

詳　

細　

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー

ト
フ
ル
臨
時
支
援
事
業
事
務
局

☎
０
１
１

－

３
３
０

－

８
０
４
１

対 象 者 別 申 請 期 限

対　象　者 申請期限

平成27年４月１日に対象要件を満たす方 平成27年11月30日

平成27年４月２日以降の認定者で、９月

１日時点で対象要件を満たす方
平成27年12月31日

足
寄
町
学
習
塾

●
対
　
象　

足
寄
高
等
学
校
の
生
徒

●
開
講
日
（
水
曜
日
定
休
）�

月
・
金
曜
日

：

午
後
５
時
～
10
時

火
・
木
曜
日

：

午
後
４
時
～
10
時

土
・
日
曜
日

：

午
前
10
時
～
午
後
９
時

●
授
業
料
・
教
材
費　

無　

料

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

コ
コ
が
す
ご
い
！
３
つ
の
特
徴

そ
の
①　

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
携
帯
型
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
）
で
映
像
授
業

を
見
な
が
ら
学
習
す
る
の
で
、

首
都
圏
の
学
習
塾
と
同
じ
レ

ベ
ル
の
授
業
が
受
け
ら
れ
る
！

そ
の
②　

講
師
が
常
駐
し
て
い
る
か
ら
、

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
場
で
疑
問
を
解

決
で
き
る
！

そ
の
③　

町
の
全
面
的
な
支
援
が
あ
る

か
ら
、
授
業
料
や
教
材
費
が

掛
か
ら
な
い
！

見本 見本
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た
め
、
堆
積
物
が
海
の
底
に
堆
積
し

た
海
成
層
と
呼
ば
れ
る
地
層
が
形
成

さ
れ
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
螺

湾
川
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
螺
湾
ブ

キ
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
に
も
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
足
寄
が
海
だ
っ
た
と
い
う

は
る
か
昔
の
出
来
事
が
現
在
の
螺
湾

ブ
キ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
は
驚
き
で
す
。

詳　

細�

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

第100回『螺湾ブキと化石の意外な関係』

（九州大学北海道演習林　智和正明）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

み
ん
な
の
国
民
年
金

螺
湾
ブ
キ
は
螺
湾
川
に
沿
っ
て

自
生
す
る
ア
キ
タ
ブ
キ
の
一

種
で
、
螺
湾
川
沿
い
で
特
に
大
型
化

し
ま
す
。
こ
の
螺
湾
ブ
キ
は
通
常
の

フ
キ
と
比
べ
る
と
ミ
ネ
ラ
ル
（
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
）
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
九
州

大
学
北
海
道
演
習
林
が
河
川
の
水
質

分
析
を
行
っ
た
結
果
で
は
、
螺
湾
川

の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
が
非
常
に
高
く
、
利
別
川
と
比
べ

る
と
10
～
20
倍
程
度
高
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
螺
湾
地
区
は
海
に

住
む
生
き
物
の
化
石
が
数
多
く
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
数
千
万

年
前
に
海
だ
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
納
め
忘
れ
て
い
た
平
成
26

年
以
前
の
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
27
年
中

に
納
め
た
場
合
も
納
め
た
年
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
に
所
得
税
法
の
一

部
を
改
定
す
る
法
律
に
よ
り
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬

を
め
ど
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

�
h
ttp
://w
w
w
.n
en
k
in
.g
o.jp

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

電

子

証

明

書
の
交
付
が
終
了
し
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
お

よ
び
新
た
な
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
の
発
行
・
交
付
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ
び

現
在
の
電
子
証
明
書
の
発
行
・
交
付
は
終
了

し
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
前
に
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、

申
請
期
限
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細�

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当　

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

※
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
電
子
証

明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
内
で

あ
れ
ば
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

ま
で
は
使
用
で
き
ま
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
15
歳
以
上
の
方

の
み
新
電
子
証
明
書
が
標
準
的
に
搭
載
さ

れ
ま
す
。

申請・交付期限

手数料・有効期限

申請期限 交付期限

住 民 基 本

台帳カード
平成27年12月4日 平成27年12月28日

電子証明書 平成27年12月22日

手数料 有効期限

住 民 基 本

台帳カード
500円 発行日から10年

電子証明書 500円 発行日から３年

個 人 番 号

カ ー ド

初回無料

（再交付800円）

発行日から10回目の誕生日まで

（20歳未満は5回目の誕生日まで）

新 電 子

証 明 書

初回無料

（再交付200円）
発行日から５回目の誕生日まで

特
別
弔
慰
金
と
は
…

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
わ
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
は
せ
、
国
と
し
て
あ
ら

た
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者

等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご
遺

族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
償

還
額
を
年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

５
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

⑴
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

⑵
戦
没
者
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内

の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

　

※
請
求
日
を
過
ぎ
る
と
第
10
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

請
求
窓
口

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
福
祉
担
当

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－
２
１
４
１
内
線
１
４
４

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
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平
成
27
年
２
月
か
ら
光
回
線
の
卸
売
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
、
自
社
で
光
回
線
を
持
た
な

い
電
気
通
信
事
業
者
が
、
光
回
線
や
光
電
話

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
工
事
な
ど
を
伴
わ
ず
「
転
用
」
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
電
話
口
で
承
諾

す
る
こ
と
で
契
約
が
完
了
し
て
し
ま
い
ま
す
。

契
約
内
容
に
つ
い
て
は
利
用
者
が
書
面
交
付

を
求
め
な
い
場
合
は
電
子
媒
体
で
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

転
用
っ
て
ど
ん
な
仕
組
み
？

転
用
と
は
、
利
用
者
が
「
お
客
様
Ｉ

Ｄ
」
や
「
光
電
話
番
号
」
を
変
更
す

る
こ
と
な
く
、
契
約
先
が
光
卸
提
供

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
わ
る

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
　
　

転
用
の
際
に
は
、
利
用
者
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

か
ら
「
転
用
承
諾
番
号
」
を
取
得
し
、

番
号
を
光
卸
提
供
事
業
者
に
伝
え
る

こ
と
で
簡
単
に
転
用
手
続
き
が
完
了

し
ま
す
の
で
、
工
事
な
ど
は
不
要
で

　
　
　

す
。

ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え
で
起

こ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
は
「
今
ま
で
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
る
」
と

か
「
以
前
利
用
し
て
い
た
オ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
、
以

前
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
か
ら
契
約
解
除
料

が
請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
ち
ょ
こ
っ
と
豆
知
識
】

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
電
気
通
信
事
業

法
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、
契
約
締
結
の
際
は

料
金
や
そ
の
他
提
供
条
件
の
概
要
（
電
気
通

信
事
業
者
お
よ
び
代
理
店
等
の
名
称
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
、
適
用
さ
れ
る
料
金
・
経
費
な
ど
）

を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
定
商
取
引
法
の
適
用
除
外
と
な

っ
て
お
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
の
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

向
上
推
進
協
議
会
の
自
主
基
準
で
は
、
光
卸

サ
ー
ビ
ス
の
転
用
前
で
あ
れ
ば
無
償
契
約
解

除
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　地域でさまざまな生涯学習活動などを展開し

ている各種団体・サークルが集い、日頃培って

きた活動を発信します。皆さんのお越しをお待

ちしています。

日　　時　11月29日㈰
　　　　　午前９時30分－午後２時

場　　所　本別町中央公民館

内　　容

　健康づくりコーナー、消費生活コーナー、バ

ザー（うどん・そば）、読み聞かせ、農産品・

加工品販売、フリーマーケットなど

詳　　細

� 本別町役場企画振興課企画・生涯学習担当

� ☎２２－８１２１

いきいきほんべつふれあい祭り 「驚き！おもしろ科学実験２０１５」

　実験やミニ講演会など、子どもから大人まで

楽しめる内容です。皆さんのご来館をお待ちし

ています。

日　　時　11月14日㈯

　午後１時－６時　実験コーナー

　午後２時－

　　ミニ講演会「理科年表のうらばなし」

　　講師　丸善出版「理科年表」

　　　　　編集最高責任者　堀内洋平氏

場　　所　銀河の森天文台（陸別町宇遠別）

詳　　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

お知らせ
林業の仕事をしていたことは
ありませんか

くらしのよろず無料相談会 特設人権相談所を
開設します

11月は労働保険適用促進
強化月間です

ストレスチェックが
義務化されます

　林業退職金共済制度（林退共）

に加入していたが、退職金をまだ

受け取っていない方を探していま

す。

　以前林業の仕事をしていたが、

林退共に加入していたか分からな

い方についてもお調べします。

　また、被災された共済契約者お

よび被共済者の皆さんに対し、各

種手続き（共済手帳の紛失、退職

金の請求等）の必要が生じた場合

はできる限り対応しますのでご相

談ください。

　詳しくは林業退職金共済事業本

部のホームページ（http://www.
rintaikyo.taisyokukin.go.jp/）
でも案内しています。

詳　細�（独）勤労者退職金共済機構

� ☎０３－６７３１－２８８７

　「親が亡くなったが、遺産分け

でもめている」「老後の資金設計

をしたいが、どうすればいいか」

「成年後見の相談をしたい」など

生活にまつわる疑問や悩みについ

て、弁護士や税理士などの専門家

による無料相談会を開催します。

相談は無料で、秘密は守られます。�

日　時　11月21日㈯
　　　　午前10時－午後３時

※受け付けは午後３時までです。

場　所　とかちプラザ

詳　細� くらしのよろず相談会

� 実行委員会

� ☎０１５５－２５－７１２１

　釧路地方法務局帯広支局および

帯広人権擁護委員協議会では、特

設人権相談所を開設します。相談

は無料で、秘密は守られます。

日　時　12月１日㈫
　　　　午後１時－３時

場　所　町民センター

詳　細� 帯広人権擁護委員協議会

� ☎０１５５－２４－５８５３

　労働保険とは、労働者の生活の

安定や福祉の増進等を図ることを

目的に、国が直接管理運営してい

る保険です。農林水産業の一部を

除き、労働者を一人でも雇用して

いる事業については、法人・個人

を問わず加入が義務付けらていま

す。労働保険に加入していない事

業主の方は、速やかに最寄りの労

働基準監督署または公共職業安定

所（ハローワーク）にご相談くだ

さい。

詳　細� 北海道労働局

� 総務部労働保険徴収課

� ☎０１１－７０９－２３１１

　今年の12月から、労働者を対象

としたストレスチェック（自分の

ストレスがどのような状態にある

かを調べる検査）の実施が義務付

けられました。労働者が50人未満

の事業場については、当分の間努

力義務となります。

詳　細� 北海道労働局

� 労働基準部健康課

� ☎０１１－７０９－２３１１

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
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安
く
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る
っ
て
ホ
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ト
に
本
当
?!

　

突
然
、
電
話
で
大
手
通
信
会
社
を
名
乗
り
、

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
契
約
を
迫
る
勧
誘

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
が
大
手
通
信
会
社
を
名
乗
る
た
め
、

契
約
を
結
ん
だ
後
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
契
約
に
際
し
て
は
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。

光
回
線
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て
？

　

光
回
線
と
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を

利
用
し
た
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
の
こ

と
で
す
。

　

光
回
線
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
な
ど
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
回
線
の
よ
う
に
、
ケ
ー
ブ
ル
の
中
を

電
気
信
号
が
通
る
の
で
は
な
く
、
光
が
通
り

ま
す
。
光
は
非
常
に
高
速
で
、
電
気
的
な
影

響
も
受
け
な
い
た
め
、
常
時
安
定
し
た
高
速

か
つ
大
容
量
通
信
が
可
能
で
す
。
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光
回
線
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ー
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乗
り
換
え
の
電
話
勧
誘
に
注
意
～

　

電
話
で
「
現
在
利
用
中
の
光
回
線
の
月

額
料
金
が
安
く
な
る
の
で
、
変
更
し
な
い

か
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
手
続
き
は
不
要
で
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特
に
工
事
も
必
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と
言
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れ
た
。
書

面
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な
く
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配
だ
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●
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ス
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用
さ
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る
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●
転
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電
話
番
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が
変
わ
る
可
能
性
あ
り
�

●
断
る
場
合
は
は
っ
き
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と
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町道旧豊栄橋を解体します

都市再生整備計画事業事後
評価原案の公表について

市街地の雪捨て場について

女性の人権ホットライン

平成28年度町認定こども園どんぐり新入園児募集

平成28年成人式参加者および成人祝賀会実行委員募集

自衛官候補生（男子）募集

　町道旧豊栄橋解体工事のため次

の通り通行止めを行います。

　町では、平成24年度から都市再

生整備計画事業（旧まちづくり交

付金事業）を活用し足寄中央地区

において事業を実施してきました。

このたび、同事業が最終年度を迎

えたため「事後評価原案」を次の

通り公表し、意見を募集します。

公表期間

　11月27日㈮－12月10日㈭
公表場所　役場建設課建設室

※町ホームページでも公表してい

ます。

募集期限　12月14日㈪
詳　細� 役場建設課区画整理担当

� ☎２５－２１４１内線３６２

工事期間

　平成28年３月25日㈮まで

詳　　細� 帯広建設管理部

� 足寄出張所技術係

� ☎２５－３１５４

　降雪による市街地の雪は、平成

28年５月31日までの間、大型車は

共栄町、一般車両は北３条２丁目

の雪捨て場に捨ててください。本

年度から栄町旧雪捨て場は使用で

きません。また、車道への雪捨て

は除雪や車の走行に支障をきたし、

道路法違反になるので絶対にやめ

ましょう。

詳　細� 役場建設課車両室

� ☎２５－５４２０

　釧路地方法務局では、女性をめぐるさまざまな人権問題の解決を図る

ため、専門相談電話「女性の人権ホットライン」の受付時間を延長しま

す。夫・パートナーからの暴力やストーカーなど、お困りのことがあり

ましたら気軽にご相談ください。

期　　間　11月16日㈪－22日㈰
受付時間　・11月16日㈪－20日㈮　午前８時30分－午後７時

　　　　　・11月21日㈯－22日㈰　午前10時－午後５時

相談担当者　釧路人権擁護委員連合会所属の人権擁護委員および釧路地

方法務局職員

「女性の人権ホットライン」☎０５７０－０７０－８１０

詳　　細� 釧路地方法務局人権擁護課　☎０１５４－３１－５０１４

　平成28年度から町認定こども園どんぐりに入園を希望されるお子さん

を募集します。

募集定員　おおむね１６５人

募集内容

①０歳児－２歳児

※生後６カ月から、共働きや出産、病気などの理由により家庭で保育が

できないお子さんのみが対象です。

②３歳児－５歳児

※おむつが外れていることが条件です。

募集期間　11月16日㈪－24日㈫
申込方法　町認定こども園どんぐり（北３条１丁目）にある入園申込書

と保育の利用を必要とする証明書を提出してください。

詳　　細� 役場福祉課町認定こども園どんぐり　☎２５－２５７４

　町では、平成28年の成人式を次の日程で行います。対象者で足寄町に

住民票のある方には、11月中旬にはがきで詳細およびご案内をお送りし

ます。身近に、足寄町に住民票がなく、参加を希望される方がいました

ら、教育委員会生涯学習室までご連絡ください。

　また、成人式式典終了後に実行委員会主催の祝賀会を予定しており、

祝賀会を盛り上げる実行委員を募集しています。実行委員に参加を希望

される方についてもご連絡ください。

開�催�日　平成28年１月10日㈰
場　��所　町民センター

対�象�者　平成７年４月２日－平成８年４月１日生まれの方

詳　��細� 教育委員会生涯学習室　☎２５－３１８８

自衛隊帯広地方協力本部ホームページアドレス

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集 お知らせ

新人を紹介します

・年齢　33歳

・出身　紋別市

・趣味　野球観戦

　「いままでの経験を生かし�

頑張ります。分からないこと�

ばかりですが、一日でも早く�

皆さんの力になりたいと思っ�

ています」

小間　教寛
国民健康保険病院看護師

・年齢　33歳

・出身　福岡県

・趣味　旅行

　「患者さんに、この看護師�

がいれば安心と思っていただ�

けるように日々の仕事を頑張�

っていきたいです。よろしく�

お願いします」

幡野　美佳
国民健康保険病院看護師

北海道最低賃金

最低賃金額　時間額７６４円

効力発生日　平成27年10月８日

交通規制のお知らせ

●下水道管渠新設・配水管移設工事および道路整備工事について

　下水道管渠新設・配水管移設工事および道路整備工事のため、次の通り交通規制を行います。なお、工

事中は通行止めとなりますが、区域内住民のために必要と認められる交通は確保します。

下水道管渠新設工事

＜西町５丁目＞

工事期間

平成28年１月28日㈭まで

配水管移設工事・道路整備工事①

＜栄町２丁目＞

工事期間

平成28年３月25日㈮まで

配水管移設工事・道路整備工事②

＜南７条１丁目＞

工事期間

11月16日㈪－平成28年１月29日㈮

詳　　細� 役場建設課　☎２５－２１４１　上下水道工務担当内線３５７

� 土木担当内線３７６

募集種目 応募資格 受付期間 試 験 日

自衛官候補生

（男子）

18歳以上

27歳未満の方

11月23日㈪－

12月９日㈬　
12月13日㈰

通行止め区間
通行止め区間 通行止め区間

通行止め区間
●共栄町
（共励橋下流足寄川左岸）

●北３条２丁目
（東橋下流佐野川左岸）



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

今月の表紙

広報あしょろ11月号　№７５１
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆先日、息子（小５）が封筒には

切手をいくら貼ればいいのかと

聞いてきたので、「いくらだっ

たらいいと思う」と聞き返して

みました。

☆すると「60円でしょ」と答える

息子。私が「ブー、82円でした」

と指摘すると、『え～、たかい！

前は60円じゃなかった？』って

言うじゃありませんか。

☆60円で送れたのは、消費税が導

入された1989（平成元）年。当

然、息子は生まれていません。

☆さて、11月４日には、日本郵便

株式会社を含む郵政３社が新規

上場となりました。もうこれ以

上、郵便料金が上がらないこと

を息子ともども願っています。

濱下　柊
しゅう

也
や

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年11月５日生まれ）

　ショベルカーと軽トラックが

大好きなやんちゃ坊主。まだう

まく話せないけど、一生懸命伝

えてくる姿に家中大爆笑。兄弟

仲良く、元気いっぱいに育って

ね。� 賢也・はつきさ
んの子

� （稲牛）

　10月８日に足寄中学校で行われた「青少年

芸術鑑賞会」でのスナップです。

� （⇒７ページ）　

ひとのうごき
10月末の住民基本台帳

人　口　　７，２３５　人　（－19)

　男　　　３，５２４　人　（－３)

　女　　　３，７１１　人　（－16)

世　帯　　３，５４４世帯（－２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

上田　翔
しょう

介
すけ

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年11月19日生まれ）

　車が大好きなおちゃらけ翔介。

言葉も出てきてかわいい反面、

自我も強くてんてこ舞い。笑う

ときは笑い、泣くときは泣く。

その純粋さを忘れず、ゆっくり

成長してね。�幸樹・夏希さ
んの子

� （南５条６丁目）
堀井　佑

ゆう

奈
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年11月７日生まれ）

　大好きなお兄ちゃんが帰って

くると大喜びで、家にいる間は

たくさん遊んでもらい甘えてい

ます。感謝の気持ちを持てる優

しい子に育ってね。

� 和明・美紀さ
んの子

� （郊南１丁目）


